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おかげさまで議員としての1期4年間を無事に務めさせていただき、多くの学びと
貴重な経験を重ねることができました。

地域の皆さまの声に耳を傾け、様々な課題に取り組んできました。この経験の中
で、現場の声を政策に反映する重要性と、その責任の重さを実感しています。
これからの4年は、より一歩踏み込んだ提案と実行力で、地域の未来を切り拓く

チャレンジの時と捉えています。持続可能で誰もが安心して暮らせるまちづくりを
目指し、これまで以上に情熱と覚悟をもって取り組んでまいります。

2025年

小林たかゆき

6月発行

活 動 報 告
名鉄西尾・蒲郡線の存続が決定しました

赤字路線として存統が危ぶまれていた名鉄西尾・蒲郡線の支援

策などを検討する対策協議会は3月19日、西尾市役所で総会を

開催。2026年度以降の運行について、鉄道施設などの保有に係

る経費分を自治体で負担する「みなし上下分離方式」による運行

方式を取り入れることで、2027年度から15年間の運行期間を基

本に存続することで合意した。今後、自治体の負担範囲などを協

議。来年度と移行期間となる2027年度は、現行通り、西尾市蒲

郡市両市合わせ2億5千万円の支援金により運行が継続される。

移動スーパーの運行が始まっています

西尾市とマックスバリュ東海株式会社は「買物困難者支援と地域の

見守り活動の推進に関する協定」を締結し、買い物に不便な地域に

生鮮食品や惣菜、日用品など約500品目をお届けする移動スー

パーの運行を開始しました。
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議会のご報告 6月定例会 一般質問

2025年

MOVIE
⻄ 尾 市 議 会 動 画
小林たかゆきの議会一般質問の
動画をご覧いただけます。

6月発行

総 括
6月定例会では、3議題をテーマに一般質問をしました。

旧幡豆郡地域の燃えないごみ指定袋のアンケート結果は、市民の声が届いたこと。

また旧西尾市の指定袋の透明化を高める方向で検討すると前向きな答弁をいただきました。

消防長

総合政策部長

環境部長

教育部次長

環境部長

高機能消防指令センターと通報システムについて

「映像通報システムLive119」を通報者が行う手順は。

合併して14年が経過し、未だ統一（統合）できていない協議事項について

合併協議会の協議事項のうち、統一（統合）できていないことは。

学校給食の運営形態、ごみの収集、消防団、文化協会の4項目。

燃えないごみ指定袋について、一色・
吉良・幡豆地区のアンケート結果は。

本年1月末を期限として、当該地区の

意向調査をおこなった。一色地区は、

全29町内会うち19町内会が、吉良地

区は全27町内会のうち17町内会が、

幡豆地区は全29町内会のうち27町内

会が、これまで通りのコンテナによる

分別を希望した。

合併前の旧西尾市が使用している
燃えないごみ指定袋をもう少し中が
見えるように変更しないか。

令和8年度発注分から燃えないごみ

指定袋の透明度を高める方向で検

討する。

東幡豆町鹿川地区の児童・生徒の教育と市民サービスについて

本市と他市町では、教育方針や学校方針が異なると思うが、連携はできているか。
ましてや本市と蒲郡市は西三河と東三河であり、子供が困るようなことはないか。

学習指導要領は、日本国内のどの地域でも、一定水準の教育を受けられるよう

定められており、市町村が異なっても、子供達が困ったり不利益を被ることはない。

通報者は通話状態のまま携帯電話をスピーカーフォンへ切り替えて下さい。

消防署から携帯電話にショートメールでURLが送られてくるので、それをタップす

るとカメラが起動します。カメラを傷病者や出火建物等に向けて撮影して下さい。

必要に応じて心配蘇生法など応急処置の動画を送ることもあるので、動画を

見ながら救急処置を実施してもらうこともあります。


	スライド番号 1
	スライド番号 2

